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横綱は『君の名は。』と『ポケモン GO』、嵐は大関 日経エンタテインメント！ 2016年ヒ

ット番付               日経エンタテインメント！ 2016年 12月 5日 
日経エン

タテイン

メント！

が選んだ

「2016 年

のヒット

番付」 

 1 年間

の エ ン

タ テ イ

ン メ ン

ト 界 を

振 り 返

り、日経

エ ン タ

テ イ ン

メ ン

ト ！ が

毎 年 発

表 し て

いる「ヒ

ッ ト 番

付」。こ

れは、視

聴 率 や

興 行 収

入 と い

った「セ

ールス」、

ど れ だ

け 新 し

い 取 り

組みをしたかを示す「新規性」、メディアへの露出などの「社会影響度」などに基づき、テ

レビ、映画、音楽、本、ゲームなどオールジャンルのソフトと人を対象に、ヒットの度合

いを評価したものだ。 

 2016年版のヒット番付は上記の通り（詳細は 2017年 1月号特集として掲載）。この顔ぶ



れを改めて見ると、2016 年のエンタテインメント界は、予想もしなかったビッグヒットが

相次いだ１年だったと言える。 
 (C)2016「君の名は。」製作委員会 

 その象徴が、現在もロングランとなっている映

画『君の名は。』だろう。コアなアニメファンの

間ではかねてより評価の高かった新海誠監督の

作品。しかし、前作『言の葉の庭』（13 年）の興

行収入は約 1 億 3000 万円に過ぎない。それが、

本作は200億円超えも視野に入るメガヒットとな

った。 

 興収 80 億円を突破し、邦画実写映画 No.１となったのは『シン・ゴジラ』。1954 年から

続く誰もが知るシリーズだが、前作の『ゴジラ FINAL WARS』（04年）は興収 13 億円弱

どまり。まさかの大復活を果たし、シリーズの最高記録を更新している。 

 往年のキャラクターによる意外なヒットといえば、深夜１時台に放送されたアニメ『お

そ松さん』もそう。主役の６つ子を豪華声優陣が務めたことなどから、当初は女性アニメ

ファンを中心に人気に。 

 関連グッズが売れ、様々なタイアップが成功することでブームが拡大。日頃、アニメに

縁のない『an・an』『SPUR』といった女性ファッション誌の表紙を飾り、ビームスなどの

ブランドとコラボレーションをするまでになった。 

■ヒットの小粒化は過去のもの 

 これまでの実績や視聴環境を考えれば、アニメや特撮のファンが支持する“ジャンル内

ヒット”にとどまっていてもおかしくはなかった。その枠を超えたのは、まずは作品が多

くの人の心を動かす普遍的な魅力を持っていたからにほかならない。『君の名は。』は、大

切な人に出会うまでを追った練り上げられたストーリーを、数多くのヒット作を手がけた

スタッフによる緻密で美しい映像で表現。『シン・ゴジラ』は、ゴジラ＝災害が起きたとき

の政府の対応などにリアリティーを持たせつつ、困難に正面から立ち向かう姿を描く。『お

そ松さん』は、個性の違う６つ子が織りなすギャグあり兄弟愛ありの物語や、愛らしいキ

ャラクターデザインが支持された。 

 そして、その魅力が幅広い層へ波及したのは、SNS を中心とした口コミ効果が大きかっ

た。『君の名は。』は、監督の一般への知名度が低いことなどを考慮して４万人以上の大規

模な試写会を開催。公開前から作品の魅力を積極的にアピールした。一方、『シン・ゴジラ』

はゴジラのビジュアルを公開まで徹底的に隠し、『おそ松さん』も６つ子がイケメンキャラ

になる「Ｆ６」など話題になりそうな情報はあえて放送前に出さなかったという。アプロ

ーチは正反対だが、いずれも口コミでの拡散を狙った戦略が奏功したといえるだろう。 

 これまでは消費者の嗜好が細分化し、パーソナルなメディアであるＳＮＳが普及したこ

とで、ヒットの規模は小粒化する傾向にあると言われてきた。しかし、Twitter、Facebook、

LINEなど多様なツールがすっかり定着し、その利用方法も成熟。むしろ、今は力を持った

コンテンツであれば、SNS によりその規模を大きく広げられる環境が整ってきたことを、

この３作品のビッグヒットは示しているといえる。 

 今や、その拡散力が及ぶのは国内だけの話ではない。英・ロンドンのウェンブリーアリ

ーナで日本人として初めて単独公演を開催し1万2000人を集めたBABYMETAL、YouTube

の週間再生回数ランキングでこちらも日本人初の１位を獲得したピコ太郎など、16 年は海

外でこれまでよりもさらに高いレベルで評価される才能が出てきた年でもある。 

 ジャンルや国の壁をネットの力を使って越え、さらに大きなヒットを生み出す。振り返

れば 2016年は、そんな“新メガヒット時代”の幕開けの年として位置付けられるのかもし

れない。 

(注)文中の映画の興収は編集部調べ。 

2016年のヒット番付選考基準 



 テレビ番組、音楽、映画、本、ゲームソフトなど、オールジャンルのエンタテインメン

トソフトを対象に、セールス（視聴率、パッケージ売り上げ、イベント動員など）、新規性

（エンタ界にとって、自身にとってどれだけ新しい取り組みをしたか）、社会影響度（メデ

ィアへの露出、ファンやユーザーへの影響はどれくらいあったか）などに基づき、ヒット

の度合いを評価した。 

 

 

「今年の一皿」はパクチー料理          ＮＨＫニュース 2016年 12月 5日 

この１年話題になり、世相を反映した“食”を選ぶ「今年の一皿」が発表され、独特の

香りや味が人気の野菜、パクチーを使った「パクチー料理」が選ばれました。 

「今年の一皿」は、この１年話題になり、世相を反映した食べ物や飲み物を選ぶもので、

調査会社がインターネットを使った消費者へのアンケート調査などをもとに決めています。 

３回目となる今回は、合わせて１５の“食”がノミネートされ、選考の結果、独特の香

りや味が人気の野菜パクチーを使った「パクチー料理」が「今年の一皿」に選ばれました。 

その理由として、調査会社は、パクチーは主に東南アジアや中国で料理の香りづけや添

え物などとして使われているが、最近では日本でも美容効果があるとして女性を中心に人

気を集め、パクチー料理の専門店が登場していること、また、パクチーを取り扱うスーパ

ーが増え、パクチー味のスナック菓子や調味料の販売も相次いでいること、さらには、静

岡県や岡山県など国内でパクチーの生産が増加傾向にあることから「今年の一皿」に選ん

だとしています。 

このほか、「準大賞」には、国産ブドウを原料とし、国内で製造された「日本ワイン」、「特

別国際賞」には、リオデジャネイロオリンピック・パラリンピックにちなんで、牛肉など

を鉄の串に刺して焼くブラジルの名物料理「シュラスコ」が選ばれました。 

また、「特別賞」には、米こうじなどで作ったノンアルコールの「こうじ甘酒」、ニンニ

クを抜いたり、これまでにない具材を使ったりした「進化系餃子」、山盛りのローストビー

フをのせた丼がインターネットで話題を呼んだ「ローストビーフ丼」が選ばれました。 

 

 

医療保険は「重症化予防」がトレンド 健康増進・早期治療を促す 

産経新聞 2016年 12月 5日 

 加入者に日頃の健康管理や早期の通院を促す医療保険が注目されている。健康であるほ

ど保険料が割り引かれたり、初期症状で保険金が給付されたり。病気の重症化予防につな



げる役割が期待される。（玉崎栄次） 

健康年齢で算定 

 第一生命グループのネオファースト生命保険（東京都品川区）が１日に発売した医療保

険「カラダ革命」。がんなどで入院した際に一時給付金（１００万円）が支給される一般的

な保障内容だが、保険料の算定方法がユニークだ。 

 加入時は実年齢で算定するが、３年ごとの更新に血圧やコレステロール値など健康診断

の数値から健康状態を年齢化した「健康年齢」を使う。例えば、更新時に４０歳の男性が

実年齢通りの健康状態なら月１６２５円。より若い３５歳水準なら同１３８４円と割安に、

逆に４５歳なら同１９７９円と割高になる。 

 健康年齢の算出には健康診断の受診が不可欠。厚生労働省によると、会社員ら働く人の

２割は健診を未受診。さらに、ＩＴ企業「ライフメディア」（世田谷区）が２０～５９歳の

主婦１千人に調査（平成２３年）したところ、定期健診を受診していない人は６６・７％

に上った。「受診率の向上に加え、運動や食事の習慣を改善して健康な体づくりの動機付け

になれば」と同社の角田耕二商品事業部長。 

 この保険への加入を検討している主婦（５２）＝川崎市＝は定期健診を数年間受診して

いないというが、「保険料が安くなるなら受診したい」と話す。 

 

 

「知らない人にあいさつ」って危険なの？        産経新聞 2016年 12月 5日 
ランドセルを背負って通学する小学生。見知らぬ人にあいさつさ

れたら、どう対応すればいいのだろう＝東京都世田谷区（鈴木健

児撮影）（写真：産経新聞）  

 「知らない人にあいさつされたら逃げるように教えて

いるので、あいさつしないように決めて」－。神戸市の

マンションで、小学生の保護者が提案し、マンション内

のあいさつが禁止になったという地元紙への投書がネッ

ト上で賛否を呼んでいる。神戸市では平成２６年、路上

http://headlines.yahoo.co.jp/list/?m=san
http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20161204-00000513-san-soci.view-000
http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20161204-00000513-san-soci.view-000
http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20161204-00000513-san-soci.view-000


で声をかけられた女児が殺害される事件が発生。同市教育委員会はあいさつ運動を進めつ

つ防犯指導も行う。あいさつと防犯について、明石要一千葉敬愛短大学長と、セコムＩＳ

研究所の舟生岳夫氏に見解を聞いた。（高橋裕子、篠原那美） 

 ■社会への扉開く第一歩 千葉敬愛短大学長 明石要一氏 

 －－投書を読んだ印象は 

 「意外だった。周りから孤立している『ひとりぼっち社会』がここまで進行したのかと

驚いた」 

 －－あいさつ禁止が決まる背景とは 

 「子供を含めた生活空間として、いとこら親族を含む『身内』、顔や名前を知っている地

域社会などの『世間』、知らない人の『赤の他人』がある。昭和時代までは赤の他人の範囲

が狭かったが、現在のネット社会は周り全てが赤の他人に拡大し、『世間体が悪い』といっ

た社会規範が通用しない。戦後の大きな変化はいとこが減り親族が減ったこと。自分の核

家族のみに身内が縮小し、地域社会が消え、社会規範が消えた」 

 －－少子化で親族の増加は難しい 

 「私は『斜めの関係』を持った地域社会の復活や再構築を提案している。今は親子や学

校という縦の関係と、クラスメートという横の関係しかないが、かつては縦横の関係を補

完するいとこや地域の子供会などの『斜めの関係』があり、人間関係が豊富で防犯上も機

能していた。あいさつ禁止は、ひとりぼっちを促進している」 

 －－子供にどう教えたら 

 「逃げることを教えるより、『あいさつしなさい』と教えてほしい。あいさつは社会への

扉を開く初めの一歩。大人はたとえ子供からあいさつが返ってこなくてもあいさつを続け

るべきだ。近年はあいさつ文化が消えつつあり、出社時退社時に何も言わない会社もある

と聞く。だが、業績の良い企業や集団はあいさつや返事がきちんとできるという傾向もあ

る」 

 －－あいさつをきっかけとする不審者に不安を持つ保護者もいる 

 「あいさつに続く甘い言葉や、『親が急病』といった嘘に注意するよう教えればよい。ま

た、保護者は子供が生まれたら地域デビューをしてほしい。保護者がひとりぼっちになっ

てはいけない。親が地域であいさつをすれば、子供は幼くてもその相手が安心な人である

と識別できる」 

 －－都市部など地域社会の再構築が難しい地域ではどうすべきか 

 「地域の夏祭りをやめる傾向があるが続けるべきだ。祭りを中心に地域住民の顔や名前

を知っている状態がつくれる。昔ながらの祭りである必要はない。クリスマス会やバザー

など、さまざまなイベントを催してほしい。地域でイベントを仕切れる人材を育てていく

必要もある。近くに大学や専門学校があれば協力してもらうのもいい」 

 －－大人のふるまいが大事 

 「大人が自らあいさつして子供にその姿を見せるしかない。いとこや親族に代わる新し

い身内は地域社会。地域社会で交流することで、子供の世間が広がり人を見る目ができる。

人と交流しなければ人を見る目も育たない」 

 〈あかし・よういち〉昭和２３年、大分県生まれ。６８歳。東京教育大大学院博士課程

単位取得退学。千葉大教育学部長などを経て、平成２６年から現職。文部科学省中央教育

審議会の専門委員などを歴任。 

 ■危険回避能力の育成を セコムＩＳ研究所主任研究員 舟生岳夫氏 

 －－あいさつ禁止のルールについてどう感じたか 

 「子供向けの防犯セミナーを行っている立場としては、あいさつをしない社会は怖いと

言いたい。だが最近子供を見守るボランティアの現場から『子供にあいさつしたら逃げら

れた』『不審者扱いされた』との話をよく聞く。見守りがやりづらくなり、逃げられれば気

分も悪いので、あいさつや見守りをやめようという声が出ている。こうした風潮は子供の

安全のためにならない。あいさつと子供を誘うような声かけとは区別をしなければならな



い」 

 －－あいさつ禁止は保護者の提案がきっかけだったが、その背景は 

 「子供の連れ去りは声かけがきっかけで起こることが多く、保護者もそうした知識をも

っているからだろう。あいさつがきっかけで、『ゲームしよう』『かわいい子犬を見せてあ

げる』と巧みに誘い、子供がついていくことを保護者は心配していると思う」 

 －－学校ではどう指導しているのか 

 「約１０年前に奈良、広島、栃木で小学生の女児が殺害される事件が相次いだ。当時は

私が講演に行く学校でも、知らない人から声をかけられたら逃げるように指導していると

いうところが多かった。絶対に被害に遭わないという意味で、『あいさつされても逃げる』

というのは、一つの方法かもしれない。だが最初から人との関わりを全部断ち切ってしま

うと、見守ってくれる人なのか、近所の人なのか、不審者なのか分からない状況に陥る。

今は学校でも、『地域の人とはあいさつしましょう。ただ、知らない大人についていっては

いけない』という指導になってきている。子供の危険回避能力を育てることが重要だ」 

 －－子供にはどう教えればいいか 

 「知らない人はもちろん、知っている人でも、ついていかない、行動を共にしないこと

が大事だ。その線引きをしてあげてほしい。他には、『道を教えて』といわれたら、『あっ

ちだよ』と指さすのはいいけれど、『この地図を見て教えてよ』などと近寄ってきたら離れ

る。知らない人と距離を保てる力も必要。困ったときは『大人を呼んでくる』『分かりませ

ん』と言って逃げていい。車からの声かけや腕を捕まれそうになれば、『助けて』と声を上

げる。ただ単に逃げるという指導では判断できず思考停止になるだけだ」 

 －－保護者が日頃から気をつけることは 

 「子供がその時々で判断できるように、家庭でもいろんな場面を想定して話し合ってほ

しい。声をかけられたら逃げなさいというのは、親も簡単だし、地域の大人も子供に声を

かけなくていいなら楽かもしれない。だが、それが子供の能力向上を阻害する要因になる

ことも考慮しないといけない」 

 〈ふにゅう・たけお〉昭和４４年、北海道生まれ。４７歳。東京理科大卒。セコムＩＳ

研究所の主務研究員。子供を守るための調査・研究や書籍、ブログでの啓発活動、全国で

防犯セミナーの講師を務める。 

 

 

中之島４丁目に再生医療の国際拠点構想       大阪日日新聞 2016年 12月 5日 

地固めの協議加速 国の後押し引き出せるか  

 大阪市中心部に位置する北区中之島４丁目の市有地を再生医療の国際拠点にする協議が

加速しつつある。府市と経済団体でつくる協議会は２日に日本再生医療学会を迎えて第２

回会合を開いた。中之島地区を発祥地とする大阪大も参画し、産学官一体となって来年３

月に基本方針をまとめる意向だ。国際拠点化に向けた国の後押しは欠かせず、大阪・関西

が持つ医療産業のポテンシャルに期待する関係

者は「地固め」に余念がない。 
関西経済同友会が提案している中之島４丁目ゾーニン

グ案 

■産業振興 

 「大阪大医学部のレガシーがある中之島に期

待している」。関西経済同友会担当委員長代行の

井垣貴子氏は、中之島４丁目を国家戦略特区の

特例を受けて産業振興に活用する提言書を２日

の会合で示し、こう語った。 

 大阪大の医学部、歯学部、理学部があった中

之島４丁目で２００４年に開設された大阪大中之島センターの隣が、協議対象エリアの市



有地（約１万２３００平方メートル）だ。隣接する民間敷地（約５４８０平方メートル）

所有者の協力も得ながら三つにゾーニングし、一体的に再開発することが同友会の案だ。 

 それによると、ゾーン１は市の新美術館整備を踏まえた大阪大の「知のアゴラ（広場）」

を想定し、同２に「再生医療センター」を設置する。同３は患者や家族を優遇するホテル

などを備える内容だ。再開発の協議を巡っては大阪大が８月に府市へ提案した経緯があり、

井垣氏は「財界人として机上の空論ではなく（再開発を）進めようと思っている」と呼び

掛けた。 

■汗をかく 

 日本再生医療学会理事長の沢芳樹氏らも２日の会合で、再生医療の実用化を念頭に拠点

形成の必要性を強調した。その「有力な候補地」として中之島地区を捉えている。海外と

のアクセスをはじめ、臨床経験豊富な病院、大学と関連企業が近くにある点も考慮した見

解だが、関西経済連合会専務の松村孝夫氏は「国の関与が不可欠だ。（拠点の）継続的な運

用のためには国から見て魅力的な案を勉強することが必要」と指摘した。 

 国の関与を巡っては、吹田・摂津両市境界で整備中の「北大阪健康医療都市（健都）」エ

リアに国立循環器病研究センターが２０１８年をめどに開設されるが、中之島４丁目エリ

アについて、協議会座長を務める市都市計画局長の川田均氏は「産学官で汗をかくプラン

を作って国に提案していく」としている。 

 「人類の健康・長寿への挑戦」をテーマに大阪府が２５年の誘致を目指す国際博覧会（万

博）のように、中之島４丁目を舞台にした構想が国の関心を引き付けるかどうか。大阪・

関西の産業振興に向けた新たな焦点だろう。 

 

 

京阪バス運転手、また運転中にポケＧＯ…客乗せ    読売新聞 2016年 12月 05日 

 京阪バス（京都市）は５日、男性運転手（５４）が路線バスを運転中にスマートフォン

向けゲーム「ポケモンＧＯ」をしていたと発表した。同社では別の運転手が乗務中に遊ん

でいたことが１１月に発覚し、再発防止を表明したばかりだった。同社によると、運転手

は京田辺営業所（京都府京田辺市）に所属。１２月２日、運転中のバス車内でポケモンＧ

Ｏを操作した。「バスが遅れている」と利用客から指摘があり、ドライブレコーダーを確認

して判明。バスには客が乗っていた。同社では、山科営業所（京都市）所属の男性運転手

（５１）が１０月に計５回、乗務中にポケモンＧＯをしていたことが発覚。１１月２５日

に運転手を降格の懲戒処分とし、乗務中はスマホの電源を切ることなどを義務づける対策

を打ち出していた。 

 

 

1年かけた力作も - 県障害者作品展           奈良新聞 2016年 12月 4日 
工芸や絵画など 7 分野の作品が並ぶ「県障害者作品展」=3 日、奈

良市登大路町の県文化会館展示室 

 障害者週間がスタートした 3 日、奈良市登大路町の県

文化会館展示室で「県障害者作品展」(県主催)が始まった。

県内の養護学校の生徒や福祉作業所通所者ら1823人の作

品 859点が並んでいる。8日まで。 

 毎年、同週間(9 日まで)に合わせて、障害者の社会参加

を促進することを目的に開かれており、44回目。 

 今回から、優秀賞 50点の対象として、従来の絵画、写真、書道、工芸、手芸、コンピュ

ーター・タイプアート 6部門に加え、文芸が新たに加わった。 

 優勝作品には、クリスマスツリー(工芸)や油絵で描いた子どものバレリーナ(絵画)、般若

心経の大作(書道)などがあり、会場を訪れた人が立ち止まって鑑賞していた。 

 県障害者福祉課の担当者は「1年間かけて出品作品を作っている人もいる。力作もあるの



で多くの人に会場にきてほしい」と話した。 

 入場無料。最終日は正午までで、表彰式も行われる。 

 

 

障害者差別訴訟が和解 人事院「配置配慮」       河北新報 2016年 12月 5日 
和解が成立し、記者会見する原告の小林和夫さん（左）＝５日午前、

東京都内 

 脳梗塞で負った障害を配慮せず、著しく低い勤務評価を

したのは不当だとして、人事院に勤める小林和夫さん（５

５）が評価の取り消しや３００万円の国家賠償を求めた訴

訟は５日、東京地裁（佐々木宗啓裁判長）で和解が成立し

た。 

 原告側によると、小林さんから申し出があったり、小林

さんの心身の状態を考慮する必要性が生じたりした場合、人事院は小林さんの希望などを

把握し、配置や業務の遂行方法に関して配慮に努める内容。他の和解条件は明らかにしな

かった。 

 

 

【主張】五輪ボランティア 国民参加が社会の活力に  産経新聞 2016年 12月 5日 

 五輪・パラリンピックの運営は、ボランティアを抜きに語れない。「大会の顔」と呼ばれ

るのは彼らの応接しだいで大会の評価が良くも悪くもなるからだ。 

 ２０２０年東京大会では約９万人のボランティアが必要とされ、早ければ一部の募集が

来年度末から始まる。五輪招致が決まったときの一体感を再び共有できるように、一人で

も多くの国民参加を期待したい。 

 ロンドン大会では約７万人の枠に約２４万人が応募した。大会組織委員会はボランティ

アを「ゲームズメーカー（大会を創る人）」と呼んで敬意を払い、関係者が「陰のＭＶＰ（最

優秀選手）」とたたえるほど質が高かった。 

 ２０年大会の主力は時間に比較的余裕のある大学生になりそうだが、組織委は働く世代

や子育て世代などにも参加を呼びかけている。英語など外国語への対応力強化に加え、国

民が参加しやすい環境づくりが今後の課題だろう。 

 内閣府調査では、東京五輪でボランティア活動を希望する人はおよそ４人に１人しかい

ない。参加を妨げる要因に５割超の人が「時間がない」と答えたことは環境の不備を浮き

彫りにしている。 

 大会運営に携わるボランティアには「１０日以上」の活動が求められ、研修を含めれば

相当の拘束期間がある。ボランティア休暇の制定や有給休暇の取得を促すなど、企業の支

援は不可欠だ。 

 ２０年大会を見据えたボランティア希望者のための外国語講座や、学校での教育プログ

ラムの開発など前向きな取り組みも見られる。外国語に不安のある人は、東京五輪を機に

語学のスキルを磨くのもいいだろう。 

 遠隔地に住む人が参加する場合、都心に赴く交通費など負担は大きい。それでも重い責

任を背負っていることを忘れないでほしい。外国人観光客は、応対する

ボランティアを通して日本という国を評価するからだ。 

 災害の復興現場では、ボランティアの活躍が定着して久しい。語学で

あれ労働であれ、個々の持つ技能が誰かを助け、自らも輝くことができ

る。達成感がボランティアにとっての報酬であり、やりがいといえよう。 

 わが国が直面する人口減少社会の中でも、新たな活力となることが期

待される人材だ。東京五輪を大きなステップとしたい。 
月刊情報誌「太陽の子」、隔月本人新聞「青空新聞」、社内誌「つなぐちゃんベクトル」、ネット情報「たまにブログ」も  

大阪市天王寺区生玉前町 5-33 社会福祉法人大阪手をつなぐ育成会 社会政策研究所発行 


